
自衛消防確認会の実施要領についての説明資料です。

自衛消防確認会前の訓練において、こちらの資料をご活用ください。
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【訓練の流れのイメージ】

自動火災報知設備のベルが鳴って、訓練が開始されます。

まず受信盤の警戒区域を確認し、状況確認のため現場に向かいます。
また、それと並行して状況確認中である旨を館内に放送します。

火災を確認したら、消火器による初期消火、１１９番通報、避難を呼びかける館
内放送を実施します。

その後、消火器による消火ができなかったという想定で、屋内消火栓を活用した
消火に移行し、避難誘導、消防隊への引継ぎを行い、訓練終了となります。
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【隊長、隊員の活動要領について】
こちらの資料の吹き出しの赤字は隊長、青字は隊員の言葉です。
イメージしやすいようにセリフを書いていますが、セリフにとらわれず、実際に
火災が発生した時の動きを確認することに重点を置いてください。

自動火災報知設備のベルが鳴り、訓練開始となります。
隊長と隊員で受信盤を確認します。
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【隊長・隊員の動き】

受信盤で発報した警戒区域を確認します。

隊長は、隊員に対して資器材の携行、現場の確認を指示します。
隊員は、隊長の指示のもと、現場に向かう準備をします。
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【隊長・隊員の動き】

隊長は、館内放送の準備をします。

隊員は、隊長に指示された資器材を携行し、現場確認に向かいます。
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【隊長の動き】

ベルが鳴り続けている状態なので、隊長は館内放送で状況確認中である旨を館内
にいる人たちに知らせます。

この時のポイントとしては、
・落ち着いてわかりやすく伝えること
・聞き逃しのないように、放送は２回繰り返すこと
です。

放送設備がない場合は、隊長と隊員の２名で現場確認に向かい、
火災を確認したら、隊長は１１９番通報するとともに館内にいる方々に伝えます。
隊長は、その後現場の支援に向かってください。
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【隊員の動き】

現場に到着したら、ドアが熱いかどうか触って確かめます。
この時のポイントは、ドアは下の方から触ることです。
室内が燃えているときは、ドアの上部ほど熱くなります。
自分がけがをしないために、ドアは下の方から触るように注意してください。

また、ドアを開けるときは、ドアを盾にしながら少しずつ開放します。
室内が燃えている場合、火炎が噴出してくることがありますので、ドアを盾にし
て内部の状況を確認しながら慎重に開放してください。
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【隊員の動き】

ドアを開けて室内が燃えていることを確認したら、隊長へ報告し、周囲に大きな
声で知らせます。

隊長への報告は、状況に応じて、無線、電話、直接伝えるなど、早く確実に伝わ
る方法を選択します。

また、周囲にも火災が発生した旨を大きな声で知らせてください。
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【隊員の動き】

次に、携行した消火器により初期消火を行います。
消火器の使い方は、
出火場所入口まで消火器を持っていき
① ピンを外す
② ノズルを伸ばす
③ レバーを握る
の順番です。
燃えているものに向かって、手前から掃くように噴射します。

出火場所からあまり離れたところでピンを外すと、
誤ってレバーを握って出火場所に到達するまでに内容液が噴射されてしまいます
ので、必ず近づいてからピンを外すようにしてください。

また、出火場所に逃げ遅れがいないか確認します。
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【隊長の動き】

隊長は、隊員から火災発生の報告を受けたら、１１９番通報をします。

落ち着いて、確実に通報することを心掛けてください。

１１９番通報すると、係員が「消防庁、火事ですか？救急ですか？」と聞きます
ので、まず「火事です。」と伝えてください。
その後、消防車が向かう住所、何が燃えているのかなど、係員が順番に聞きます
ので、事業所の住所や燃えているもの、現在の状況を正確に伝えてください。

10



【隊長の動き】

隊長は、通報を終えたら、館内にいる人たちに避難を呼びかける放送を実施しま
す。

この時も、１回目の放送と同様、「落ち着いて わかりやすく」を意識していた
だき、
聞き逃しのないように２回繰り返してください。

館内放送を終えた後、隊長は現場の支援に向かいます。
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【隊員の動き】

消火器による消火が不能であった旨を、隊長に報告します。
隊長は屋内消火栓による消火を指示し、隊員は操作を開始します。
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【１号消火栓の操作方法】

１号消火栓は、２名で操作します。

隊員は、起動ボタンを押した後、消火栓の扉を開放し、ホースを取り出して、延
長しやすいようにホースを整理します。
この時、自分の活動に合わせて声を出すと、今何をやっているかが隊長にも伝わ
り、安全確認上とても有効です。

隊長は、周囲の安全確認と、隊員の活動状況を把握してください。
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隊員は、ホース延長の準備ができたら、隊長に「確保」を依頼します。

隊長は、ホースを腰に回し、確保した旨を隊員に伝えます。
この時、消火栓とは反対側の足を前に出し、しっかりと踏ん張って確保します。

隊員は、隊長の確保が確認できてから、ホース延長を開始します。
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隊員は、ホースを延長し現場に到着したら、延長したホースラインを確認し、
無線又は肉声で隊長に「到着、放水はじめ」を報告します。

隊長は、隊員からの報告を受けたら、バルブを開き放水を開始します。
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【２号消火栓の操作方法】

２号消火栓は、隊員が一人で操作します。

扉を開放し、ホースを取り出します。
ノズルを取り出す際に、目の前で操作すると顔面に当たる可能性があります。
ノズル取り出しの操作は、しゃがまずに立った姿勢で行いましょう。

バルブを開放した後、ホースを延長します。

この時、隊長は、周囲の安全確認と、隊員の活動状況を把握してください。
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【隊員の動き】（１号消火栓、２号消火栓 共通）

ホース延長し、現場に到着して放水する準備が整ったら、
先ほど消火器による初期消火を実施した時と同様、ドアの熱を確認してから慎重
にドアを開放します。

ドアを開けたら、ノズルを開放して放水を開始します。
また、消火しながら、室内に人がいないか再確認し、避難を呼びかけてください。

訓練では一定時間経過したら、係員から「消火不能」の合図をしますので、
放水をやめて、扉を閉めてください。
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【隊長・隊員の動き】

隊員は隊長のもとに戻り、屋内消火栓による消火不能であった旨を報告します。

隊長はそれを受けて、避難誘導へ移行するよう隊員に指示します。

隊員は、トランジスタメガホン等を活用して、館内にいる人の避難誘導を行いま
す。
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【隊長の動き】

そのあと、消防隊が到着しますので、隊長は消防隊へ状況報告・引継ぎを行いま
す。

このとき
・出火場所、燃えているもの
・初期消火の状況
・避難の状況（逃げ遅れの有無）
・けが人の有無
などを報告してください。

消防隊に引継ぎが完了したら、訓練終了となります。
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【訓練後のミーティング】

訓練終了後、事業所ごとにミーティングを行い、推奨検討事項をお伝えします。

訓練中に疑問を持った点や、普段気になっていたことなど、お気軽にご質問くだ
さい。

自衛消防確認会当日は、メモや筆記用具をご持参ください。
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【訓練で使用する消防用設備】
■自動火災報知設備の受信盤
「火災」の部分が点灯し、発報している区域を表示しますので、出火場所を確認して

ください。

■放送設備
機械中央付近にある「一斉放送ボタン」を押して、マイクを持って話してください。
放送後、「放送復旧ボタン」を押して、復旧します。

【訓練で使用する資器材】
■トランシーバー・携帯電話
火災を発見し状況を報告していただく際に隊長と隊員の連絡手段として使用いたしま

す。
各事業所様の実情に応じて、どちらでもお使いいただけるようこちらで準備いたしま

す。

■トランジスタメガホン
避難誘導や、隊長から隊員に指示する際などに使用します。

自衛消防確認会当日、訓練開始前に取扱い方法を確認する時間を設けます。
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・参加事業所ごとに、隊長・隊員の２名で実施していただきます。

・服装は活動に支障のないものとし、ミーティング等は涼しい格好で熱中症予防を考慮
してください。
また、こまめな水分補給をおこなってください。

・準備運動を十分に行い、けがの予防に努めてください。

・運動靴と作業用手袋を準備していただき、ヘルメットや無線機、メガホンなどの自衛
消防隊の装備がある場合は、確認会当日に持参して、訓練に活用してください。

・自衛消防確認会は実際に火災が発生した際に活動ができるよう、活動の手順を確認し
ていただくことを目的としています。
タイム測定は行いませんので、１つずつ活動の手順を確認しながら、安全に配意して

実施してください。

・セリフや言葉に制約はありません。
普段話すような言い方で大丈夫ですので、セリフにとらわれることなく、動きを確認

することに重点を置いていただければと思います。

・訓練終了後、事業所ごとにミーティングを行い、推奨検討事項をお伝えします。
ご不明な点などありましたら、この場でぜひ確認してください。
自衛消防確認会当日は、メモや筆記用具をご持参ください。
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